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加熱処理がサイレージの発辞品質及び摂取タンパク賓の利用性に及ぼす影響

結論

亜熱帯地域において,サイレージ利用を行う場合,高温時に調製される場合

が多く,また,高温環境下で開封されることも多い.その上,適切な調製,開

封及び利用がなされないと,いわゆる好気的変敗を起こす場合が認められる.

その際,タンパク質や銘経は成分の変性を受け易い.

また,今までの報告'}~ 4) によると好気的変敗を起こした牧草サイレージの

消化率の低下,pHの上昇,-乳較含量と絵VFA含量の減少など,変敗により著

しく飼料価値が低下することが報告されている.このようにサイレージの好気

的変敗がその飼料価値に与える影響について,サイレージの化学成分,晶質の

面から検討 した報告は多数あるが,摂取タンパク質の利用性について検討 した

報告はなされていない.

本記鼓では,代表的な暖地型マメ科牧草及びイネ科牧草についてサイレージ

調製を行い,開封時及び理義時の発熱を考慮 した,一時的な加熱 (加温)処理

が,生成されたサイレージの発酵晶質に及ぼす影響の検討及び,反賓家畜によ

る摂取タンパク質の利用性に及ぼす影響の検討をした.摂取タンパク質の利用

性は,これまでに報告された分画手法5'により摂取タンパク質の分画を行った.

材料及び方法

l.供記章種

【試襲1】蓑1に示したように5月23EけりtJ取tJの暖地型マメ科牧草のサイラ

トロ (Si),グ リンリーフデスモディウム(Gd),グライシンクーパー(Gc)の計3

車種と,暖地型イネ科牧草のネピアグラス(Ne),ローズグラス(Rg)の計2車種

を用いた.

12





【試襲2】蓑Zに示したように8月6日刈tJ取tJの暖地型マメ科牧草のサイラ

トロ(Si),ファジービーン(Pb),グ リンリーフデスモディウム(Gd),グライシン

クーパー(Gc),ルキーナ(Le)の計5車種と,暖地型イネ科牧草のネピアグラス

(Ne)を用いた.

2.サイ レージ調製法

各車種刈り取 り後3-5cmに細切 し,500-1000ccのポリ容器に少量ず

つ圧稲 しながら詰め込み埋蔵 した.貯蔵期間は,試襲lが60日間,試貴2が

30日間とした.

3.サイ レージ加熱処理方法

【試敦1】開封時加熱処理として,開封 したサイレージを3等分して,一つは

直ちに凍結乾燥 (タイテック株式会社製,FEREEZEDRYER,VD-41)して

対頃サイレージとし,他の二つは室温 (25±2℃)並びに50℃で1日放置 し

その後凍結乾燥 した.

【試敦2】埋義時加熱処理として,埋蔵時に25℃,室温(25±2℃)

及び50℃で2日間放置した後室温で貯蔵した.開封後はそれぞれ凍結乾燥した.

これらの処理サイレージは凍結乾燥後,1州のふるいを通るように粉砕 (池

本理化工業製,粉砕器,C-1型)した.

4.摂取タンパク質の分画方法

1)易溶解性タンパク質の測定方法

vansoestら6'の方法に従い,リン酸水素ナ トリウムと瑚酸ナトリウムを

混合した混合ミネラル (BP)溶渡で培養抽出することにより測定した.

2)分解性タ ンパク質の測定方法

動物栄養試鼓法7'に記載されている方式によLJ,第一胃フィステル芸若年(体

重790±15kg,8才令,ホルスタイン去勢雄)2頭を供試し試料4gを入れた9

×12ロ¶,200メッシュ (75〟m)のナイロンバッグ30個を第-胃内に挿入
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し,6,12,24時間培妻する Insitu法る'･9'一18'によって培妻抽出した,第

-胃より取 り出したバッグは,水道水で洗浄護が透明になるまで洗浄した後蒸

留水で洗浄 し,それぞれの残存するN量をケルダール法で測定し,培養前のN

量からの消失率を求めた.

また,挿入したバッグを固定する糸の長さは80ロれとし,バッグは第一胃内

へ挿入する前に1分間水に浸 した.

3)非分解性タンパク質の測定方法

分解性タンパク賃から不消化タンパク質を差 し引いて測定 した.

4)不消化タンパク質の測定方法

Insjtu法での24時間培養した試料をさらに1/10N塩軽とペプシンを混合

した乾性ペプシンで48時間培養抽出することによIJ測定した.

5.サイ レージの発蓉品質分析方法

有機薮含量はガスクロマ トグラフ法,可溶性炭水化物 (TNC)はアンスロ

ン硫較法,乾物消化孝はペプシン ･セルラーゼ法によりそれぞれ測定した.

結果

I.サイレージの発蓉品質

1.サイ レージの成分及びpH

開封時加熱処理によるサイレージの成分及びpHについて表3に示した,

pHは各章種全体を通じて同等かもしくは上昇する傾向を示した.反対に乳

酸含量は各車種全体を通 じて同等かもし<は低下する傾向を示 した.有権薮生

成量は全体を通 じて減少した.

埋蔵時加熱処理によるサイレージの成分及びpHについて表4に示した.

pHは全体を通 じて上昇する傾向を示 した.反対に乳軽含量は全体を通 じて

低下する傾向を示した.有権軽生成量は全体を通 じて減少する傾向を示 した.
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2.可溶性炭水化物 (TNC)量

開封時 ･埋義時加熱処理における原料革とサイレージの可溶性炭水化物 (T

NC)圭を図1に示した.

サイレージ調製により発帝に利用されたTNC量は減少 した.しかし,開封

時加熱処理による影響には一定の傾向は示されなかった.埋蔵時加熱処理にお

いては,50℃処理では現存量が高く,すなわち消費されたTNC量が少ない

ことが示された.消費されたTNC量と乳乾含量の関係を図2に示した.消費

されたTNC圭と乳薮含量間には高い正の相関関係が示された.

3.乾物消化率

開封時 ･埋蔵時加熱処理における原料革とサイレージの乾物請イヒ率を図3に

示 した.

陶封時加熱処理では,原料革と比較してサイレージ調製によtJ乾物消化率が

低下する傾向を示した.加熱処理によりGc,Gd,Neでは乾物消化事が低下する

傾向を示したが,他の車種では一定の傾向は見られない.

埋蔵時加熱処理では,一定の傾向は示されない.

ll.摂取タンパク質の利用性

1.第一胃内培養時間に伴 う窒素成分溶出享の推移

開封時及び理義時における第一胃内培養時間に伴う窒素成分溶出事を図4に

示 した.

開封時加熱処理によって窒素成分溶出事は各車種とも全体を通 じて僅かに

高い傾向を示した.車種間の比較としてGdの需出軍が低い値を示した.

埋蔵時加熱処理においては,車種による違いがあり,Si,Gd,Leでは高い傾

向を示 し,Pb,Neでは低い傾向を示した.車種間の比較としてGdの溶出享は

低い値を示 した.

2.サイ レージ中の摂取飼料タ ンパク質の分画
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開封時加熱処理におけるサイレージ中の摂取タンパク質の分画を図5に示し

た.

車種による違いはあるものの,加熱処理による一定に傾向は見られないが,

易溶解性タンパク質の割合がイネ科牧草では加熱処理により高 くなる傾向が示

され マメ科牧草では低下する傾向が示された.車種間で比較するとグ リンリ

ーフデスモディウムでは,下部清化管で利用されるタンパク質及び不消化タン

パク質の割合が高い傾向が示された.分解性タンパク質の割合は加熱処理によ

り各車種とも全体を通じて僅かに高くなる傾向が示された.

埋蔵時加熱処理におけるサイレージ中の摂取タンパク質の分画を図6に示し

た.

車種による違いはあるものの,加熱処理による一定の債向は見られない.易

溶解性タンパク質の割合がイネ科牧草のネピアグラスでは高くなることが示さ

れたが,マメ科牧草では一定の傾向は示されなかった.葦種間の比較として開

封時加熱処理と同様グリンリーフデスモディウムでは不･,消化タンパク質の割合

が高い傾向を示 した.

考察

サイレージの好気的変敗の結果として,pHの上昇,温度の上昇が起こるこ

とが知られている3'.本記蛍では,pHの上昇よtJも発熱の方が変改の進行を

より直接的に反映したことが報告2'されていることから,温度の上昇に着目し,

サイレージ調製を行い開封時及び埋蔵時に一時的な加熱 (加温)処理を行った.

サイレージの発蓉品質についてみると,好気的変敗によって一般に起こると

報告されている2'･3'pHの上昇,乳酸含量及びVFA含量の減少が,加熱処理サ

イレージにおいてもみられた.しか し,全章種でみられたというわけではなか

った.
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好気的変改を起こしたサイレージの乾物消化事は低下することがこれまでの

報告2'13'･4'でなされている.開封時加熱処理ではGc,Gd.Neでは乾物消化率

が低下しているが,Si,Rgにおいては乾物消化率の低下は認められなかった,

また埋義時加熱処理においても乾物消化率の低下は認められなかった.これに

は,低い加熱温度あるいは加熱時間が短かったことが関係 しているであろう考

えられる.この事は,さらに高い加熱温度,加熱時間の長さ,含水量等が変敗

の程度に影響を及ぼす要因であることが考えられるため,さらに検討する必要

があると患われる.

サイレージの可溶性炭水化物 (TNC)について,好気的条件下

で発熱 したサイレージは,可溶性炭水化物の減少を通例とするという報告3'が

なされている.開封時加熱処理ではこれと同様の傾向がマメ科牧草の

Si,Gc,Gdで認められたが,イネ科牧草と理義時加熱処理においては認められ

なかった.また,埋蔵時加熱処理の50℃処理では発酵に利用された可溶性炭

水化物量が減少 したことを示 し,利用された可溶性炭水化物と乳薮含量間には

高い正の相関関係が認められた.これについては,埋蔵時の温度は比較的低温

の方が,高温よりも良い発酵が行われるという報告川 から,50℃処理では良

い発辞が起こらなかったものと考えられる.しか し,好ましい発辞を起こすた

めには,ある程度温度が高くなる方が望ましいという報告川 もあるので,さ

らに高い加熱処理についてさらに検討を加えて,車種ごとに追及を行いたい.

摂取タンパク賓の利用性については,加熱処理による一定の傾向はみられな

いが,車種間の違いによる影響の方が大きかった.

開封時加熱処理における易溶解性タンパク質の割合は,イネ科牧草では高く

なる傾向を示し,マメ科牧草では低くなる傾向を示した.車種間の比較として

グ リンリーフデスモディウム (Gd)では下部消化管で利用されるタンパク質

及び不消化タンパク質の割合が高い傾向が示された.近年,反事家畜の飼料絵
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与におけるバイパスタンパク巽 (下部清化菅で利用されるタンパク質)の重要

性が認められている5'が,グ リンリーフデスモディウムはこのバイパスタンパ

ク質の割合が高いため,乳牛において効果的な牧草ということが考えられる.

本式敦では,加熱処理におけるサイレージの発育品質及び摂取タンパク質の

利用性に及ぼす影響を中心に検討 した.摂取タンパク葺の利用性については,

今までに報告例をみないため,詳細なことについては更なる検討及び研究が必

要であると考えられる. また,サイレージの水分含量が好気的条件下の晶質

安定性に大き<関与していることが報告3'･5'されている.従って,本誌集の

サイレ-ジへの一時的な加熱処理の影響は,さらに高い温度あるいは含水量に

左右されるものと考えらるため,この事について,さらに車種ごとについての

検討を行い,追究する必要があると考えられる.

要約

本式敦では,開封時及び埋蔵時の一時的な加熱 (加温)処理が,サイレージ

の発蓉品質に及ぼす影響の検討並びに摂取タンパク質の利用性 に及ぼす影響の

検討を行った.供試 した車種は,暖地型マメ科牧草5車種とイネ科牧草2車種

で,各車種サイレージ調製を行い試験に供試 した.得られた結果は次の通 tJで

ある.

1加 熱処理がサイレージの莞替品質に及ぼす影響

1)pHの上昇傾向が認められる.

2)乳酸含量の低下債向が認められる

3)有権薮生成量の低下傾向が認められる.

4)一部の革種についてのみ乾物消化享の低下傾向が認められる.

2加 熱処理が摂取タンパク質の利用性に及ぼす影響
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1)開封時及び埋蔵時の加熱処理の違いにおける摂取タンパク賓の分画には一

定の傾向が認められなかった.

2)第-胃内における窒素成分溶出事の増加傾向が認められる.

3.易溶解性タンパク葺の割合が,イネ科牧草で高くなる傾向を示し,マメ科

牧草で低くなる傾向を示 した.

4.イネ科牧草と比較 してマメ科牧草の下部消化管で利用されるタンパク質の

割合が高くなる傾向を示 した.

5.革種間の比較としてグ リンリーフデスモディウムの下部消化管で利用され

るタンパク質及び不消化タンパク質の割合が高くなる傾向を示 した.
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